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間4 次のI～ Ⅳの文章の|   |の部分に入る最も適切な語句,記号又は数値を,それぞれの解答群から1

つだけ選べ。

I GM計 数管はE:」コ,E亜義コ を放出する核種による表面汚染測定にしばしば用いられる。 しか

し,E【コロのような数十 kev以下の  A のみを放出する核種については,検出は困難である。

計 検出器間に厚みの異なるアルミニウム吸収体を配置 して計数することで得 られる A の

り ,し笞ラ?][機 [[菫層議之曇[な く保つことが有効である。換気による室内空気の交換

は,天然放射性核利EEヨ ロに起因するバ
ィ

クグラウンドを低 く保つのに効果がある。

<A～Dの解答群 >
l α線  2 β線  3 γ線  4 中性子線  5 3H  6 32P  7 35s
8 "Sr  9 飛程  10 飛跡数  H 熱量  12 蛍光

<Eの解答群>     .
1 “C  2 40K  3 226Raの 子孫核種

Ⅱ 液体シンチレーション計数装置は排水の放射能濃度の測定にも利用される。一定量の試料をバイア

ル中でシンチレーションカクテルと混合 して測定する。バックグラウンドを低 く保つ必要がある場合

には,プラスチックバイアルも用いられるが,ガラスバイアルではE:ヨロ合有量が低い素材力弩」用
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ている場合には,シ ンチ レーシヨンカクテルと混合 した後,Eヨ 田 を起 こすことがあるので,あ ら

かじめ着色成分を除去することがある。有機物が原因の場合にはE:専印ヒヽの吸着,鉄分が原因の場

合にはEK蜘 などが着色成分の除去に有効である。いずれの場合 も,測定対象の放射性核種の挙動

には注意を要する。

<F～Jの解答群 >
1 ナ トリウム  2 マグネシウム  3 カリウム  4 酸化剤  5 乾燥剤

6 乳化剤  7 中性子  8 チェレンコフ光  9 δ線  10 放射線分解

11 色クエ ンチング  12 気体発生  13 シリカグル  14 活性炭  15 塩化カルシウム

<Kの解答群>
1 沈殿生成 2 煮沸  3 凍結 4 超音波洗浄



Ⅲ 液体シンテレーション計数装置はα線放出核種の測定にも利用できる。

「

可ゴh元素ではα線放
出核種が各元素に知られており,その捕集にはイオン交換樹脂による分離の他にE亜 コロによるイオ

ン対抽出などが適用されてきた。これ以外に,壊変系列をつくる天然の放射性核種にもα線放出核

種が多く知られている。α線検出器としてはE]薫口
がよく知られているが,厚みの小さい試料を調

製して測定する必要がある。

廃液の測定の際には,化学分離による捕集の効率も測定効率とともに考慮する必要がある。廃液
20LからlLを分取して,濃縮・化学分離により,10 1nLの分析検体を得た。この検体中には元の廃

液 lL中の 2Ю
P。 の 90%が捕集されたと見積もられた。この検体から l mLを分取 して,lo直 ミニ

バイアル中でシンチレーションカクテルと混合した。液体シンテレーション計数装置で計測したとこ

ろ,60 cPmであった 鹸 出効率 :90%)。 元の廃液中の 2や
。の濃度はE=ア

ロ
Bq・ mL~1と なる。

<L～Nの解答群>
1 アルカリ金属  2 アルカリ土類金属  3 ランタノイド  4 アクチノイド

5 β―ジケ トン  6 オキシン  7 リン酸 トリブテル (TBP) 8 Si表 面障壁型検出器

9 Gc(Li)検 出器  10 Si(Li)検出器

<ア の解答群>
1  1.2X10~3   2 6.OX 10~3   3 8.4× 10~3   4 1.2× 10~2   5 6.0× 10~2

Ⅳ Ge検出器はEOコ 放出核種の分析に用いられる。検出器は,パ ックグラウンド低減のために,

鉛などの遮蔽体中に設置される。バックグラウンド o は K̈,E:Ц
口

などの天然放射性核種

による。核種別の定量にはE【ゴロに着目し,その強度から各核種の濃度を算出する。NaI(Tl)シ ン
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が著しく高く,核種分析に化学分離を要しない場合も多々

<0,Pの解答群>
l α線  2 β線

8 234u

<Q,Rの 解答群>
1 全エネルギービーク  2 コンプ トン端  3 エスケープピーク

5 エネルギー分解能  6 パルス高  7 検出効率

4 オージェ効果

3 γ線  4 中性子線 5  134cs   6  21FPb   7  208Tl


